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調査研究実績 

の概要○○○ 

化学構造が決定している、9種類の天然植物色素（フラボノイド

系色素、アントシアン系色素、並びに、プロアントシアジジン）を

用いて、実際に、シルク（絹）に染色した場合の、染色後の耐光性

は、それらの化学構造と、どのような関係にあるのかについての

「構造機能相関」を解析した。 

 それぞれ9種類の色素(1mM程度の濃度になるように50％エタノー

ルに溶解させて染料とした)を、絹（シルク）の繊維布を用いて染

色し、乾燥後、紫外線照射試験(フェードメーター)を行い、染色後

の色の濃さ(未照射、10時間照射後、20時間照射後を比較)などを調

べ耐光性を解析した。また、中島の従来の研究で確認されている、

色素溶液中(液体の状態)での耐光性と、染色後の耐光性を比較し

た。実際の絹への染色は、「（媒染→乾燥→染色→乾燥→水洗）×

各2回」を実施し、媒染剤は5%酢酸アルミニウム溶液を使用した。 



 

調査研究実績 

の概要○○○ 

プロトアントシアニジン（シアニジンの重合体）と、フラボノイ

ド系色素「クェルセチン（アグリコン）、イソクェルシトリン（配

糖体）、そのアシル化物であるイソクェルシトリン シンナメー

ト、並びに、イソクェルシトリン p-クマレート」は、染色後の紫
外線照射テストにおける照射時間が長いほど、色が濃くなる傾向に

あった。 

また、アントシアン系色素「シアニジン（アグリコン）、クリサ

ンテミン（配糖体）、そのアシル化物であるクリサンテミン シン

ナメート、並びに、クリサンテミン p-クマレート」は、照射時間
の経過とともに、その色が、退色する傾向にあった。 

これらの結果は、染色回数などの染色条件にも依存しなかった。 

また、溶液中での各色素の耐光性と、実際の染色後の耐光性には、

関係性はみられなかった。 

中島らの従来の研究結果である「溶液中での各色素の耐光性の測

定結果」では、各色素のアシル化誘導体がより安定であったが、今

回の実際の染色後の耐光性の結果では、アシル化色素の方がアグリ

コンや、その配糖体などの色素構造の耐光性と比較して、より安定

であるという結果は得られなかった。 

溶液中の安定性を測定した中島の従来の研究結果では、主に蛍光

灯照射を行い、今回の絹への実際の染色実験では紫外線照射を行っ

ている。照射に用いた光の種類が異なるため、溶液中での実験結果

を単純に、染色後の実験結果と比較することはできないが、上述し

たような耐光性の結果が得られた理由の一つとして、染色では媒染

剤を使用したことによって色素と媒染剤の間で化学反応が起きたと

いうことも、その要因として考えられる。  

また、プロアントシアニジンがフラボノイド系色素と同じ結果

（紫外線照射により色が濃くなる）となった理由としては、プロア

ントシアニジンの構造が、シアニジンの重合体でありながらフラボ

ノイド系色素に類似した化学構造を持つからであると考えられた。 
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